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東
京
大
空
襲
の
惨
状
を
見
て
決
意
し
た

こ
と
が
三
年
間
の
捕
虜
生
活
と
な
っ
た

宮
崎
県

田

代

香

第
一
章

出
生
と
そ
の
後
の
状
況

一
、
出
生
か
ら
入
隊
ま
で

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
七
月
一
日
、
宮
崎
県
宮
崎
郡

木
花
村
大
字
熊
野
で
、
九
人
兄
弟
の
二
番
目
と
し
て
生
ま

れ
る
。
木
花
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
宮
崎
農
学
校

を
卒
業
。
さ
ら
に
朝
鮮
大
邱
師
範
学
校
に
学
び
、
卒
業
後

一
カ
年
間
、
小
学
校
で
教
鞭
を
と
り
、
昭
和
十
四
（
一
九

三
九
）
年
四
月
一
日
、
師
範
学
校
卒
業
生
に
の
み
与
え
ら

れ
て
い
た
、
最
後
の
短
期
現
役
兵
制
度
の
現
役
兵
と
し
て

入
隊
。
途
中
で
幹
部
候
補
生
を
志
願
し
、
多
く
の
志
願
者

の
中
か
ら
四
人
が
甲
種
幹
部
候
補
生
に
選
ば
れ
、
昭
和
十

三
年
徴
集
の
幹
部
候
補
生
の
教
育
に
合
流
。

な
お
、
男
兄
弟
五
人
中
、
長
男
は
昭
和
十
五
年
、
広
島

電
信
隊
に
召
集
さ
れ
、
以
降
中
支
に
進
駐
し
、
さ
ら
に
桂

林
作
戦
に
参
加
、
九
死
に
一
生
を
得
て
、
昭
和
二
十
一
年

に
復
員
。
弟
は
、
昭
和
十
九
年
海
軍
に
志
願
し
て
、
終
戦

時
は
鹿
児
島
県
内
で
勤
務
し
て
い
た
た
め
、
三
人
の
う
ち

一
番
最
初
に
復
員
し
て
い
る
。

二
、
軍
隊
関
係

昭
和
十
四
年
一
月
九
日
付
で
、
慶
尚
北
道
知
事
か
ら
短

期
現
役
兵
身
体
検
査
の
通
知
を
受
け
、
同
年
二
月
五
日
、

京
城
龍
山
偕
行
社
で
受
験
結
果
は
「
甲
種
合
格
」
で
あ
っ

た
。
以
来
九
年
間
、
実
に
変
化
に
富
ん
だ
軍
隊
生
活
で

あ
っ
た
。

第
二
章

渡
満
の
経
緯

一
、
東
京
大
空
襲

昭
和
二
十
年
三
月
九
、
十
日
の
東
京
大
空
襲
時
、
私
は

東
京
日
赤
中
央
病
院
に
入
院
し
て
い
た
。
幸
い
病
院
は
空

襲
か
ら
免
れ
た
の
で
、
夜
明
け
を
待
っ
て
、
東
京
の
街
に

出
て
見
た
。
何
と
、
こ
の
焼
夷
弾
攻
撃
に
よ
り
、
大
東
京
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は
一
夜
に
し
て
焼
野
が
原
と
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。私

は
、
こ
の
無
惨
な
光
景
を
目
に
し
た
と
き
、「
俺
は

不
名
誉
な
負
傷
に
よ
っ
て
入
院
し
て
お
り
、
か
つ
、
多
く

の
人
の
血
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
命
で
あ
る
。
こ
れ

以
上
病
院
に
入
院
し
て
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
決

心
し
、
そ
の
足
で
市
ヶ
谷
の
陸
軍
省
に
行
き
、「
自
己
退

院
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
南
方
戦
線
に
派
遣
し
て
く
れ
」
と
嘆

願
し
た
。
係
官
（
少
佐
）
は
、
貴
官
の
負
傷
で
は
戦
地
で

は
無
理
だ
か
ら
、
郷
土
防
衛
の
た
め
宮
崎
に
帰
り
、
敵
の

上
陸
に
備
え
戦
え
と
言
わ
れ
た
が
、
こ
の
負
傷
の
身
で
は

郷
里
に
は
帰
れ
な
い
と
懇
願
し
た
。
係
官
も
私
の
熱
意
に

ほ
だ
さ
れ
た
の
か
、「
そ
れ
で
は
一
応
仙
台
飛
行
学
校
に

帰
っ
て
お
れ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
喜
び
勇
ん
で

病
院
を
自
己
退
院
し
帰
校
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
四
月
上

旬
、「
陸
軍
航
空
士
官
学
校
付
を
命
ず
る
」
と
の
命
令
で

あ
る
。
あ
れ
ほ
ど
南
方
戦
線
派
遣
を
願
っ
て
い
た
の
に
、

ま
た
し
て
も
東
京
か
と
残
念
で
な
ら
な
か
っ
た
が
、
命
令

に
は
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

四
月
下
旬
、
不
通
と
な
っ
て
い
る
池
袋
駅
か
ら
歩
い
て

航
士
校
に
着
任
し
た
が
、
着
任
し
て
み
る
と
、
敵
の
航
空

母
艦
か
ら
飛
来
す
る
戦
闘
機
の
た
め
、
航
空
士
官
学
校
は

操
縦
教
育
が
で
き
な
く
な
り
、
四
月
か
ら
操
縦
及
び
無
線

の
候
補
生
（
五
九
期
生
）
は
満
州
各
地
の
飛
行
場
に
分
散

し
、
教
育
訓
練
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
は
五
月
上
旬
、
単
身
赴
任
で
満
州
牡
丹
江
省
海
浪
の

第
二
生
徒
隊
本
部
に
着
任
し
た
。
こ
こ
に
は
第
二
五
中
隊

（
操
縦
）、
第
二
八
中
隊
（
無
線
）
が
駐
留
し
、
訓
練
に
励

ん
で
い
た
。
私
は
第
二
生
徒
隊
本
部
の
飛
行
科
付
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
、
ソ
連
の
侵
攻

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
午
前
三
時
、
上
級
司
令
部
か
ら

「
ソ
連
侵
攻
」
の
緊
急
電
話
が
入
っ
た
。
私
は
当
日
、
本

部
の
週
番
士
官
と
し
て
勤
務
中
で
あ
っ
た
の
で
、
直
ち
に

第
二
五
中
隊
の
安
藤
少
佐
週
番
司
令
に
報
告
し
、
直
ち
に

非
常
呼
集
を
行
い
、
臨
戦
態
勢
を
整
え
た
。

日
・
ソ
間
の
不
可
侵
条
約
を
破
り
、
満
州
、
北
方
領
土
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に
一
方
的
に
侵
攻
し
て
来
た
こ
と
は
許
さ
れ
ざ
る
こ
と
で

あ
り
、
昭
和
十
六
年
の
独
ソ
戦
争
開
戦
時
の
こ
と
、
す
な

わ
ち
関
東
軍
特
種
演
習
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
。

戦
闘
態
勢
は
整
え
た
が
、
十
二
日
に
至
り
、
航
空
士
官

学
校
は
非
戦
闘
部
隊
の
た
め
、
南
満
の
通
化
飛
行
場
に
転

進
す
る
こ
と
と
な
り
、
地
上
勤
務
者
は
列
車
で
、
士
官
候

補
生
は
練
習
機
を
教
官
が
操
縦
し
、
候
補
生
二
人
を
乗
せ

ピ
ス
ト
ン
輸
送
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
二
五
中
隊
十
七
人

の
候
補
生
が
残
り
、
私
は
、
生
徒
隊
長
立
山
大
佐
、
先
任

教
官
下
山
中
佐
の
飛
行
機
を
、
兵
器
科
の
兵
員
と
と
も
に

飛
び
立
た
せ
、
本
部
及
び
兵
器
科
兵
員
、
軍
属
、
士
官
候

補
生
十
七
人
、
及
び
学
校
本
部
の
全
車
両
の
後
発
隊
長
を

命
ぜ
ら
れ
、
第
二
五
中
隊
長
か
ら
、
全
候
補
生
が
任
官
時

に
佩
用
す
る
で
あ
ろ
う
、
日
本
刀
及
び
そ
の
他
雑
品
、
下

山
教
官
の
将
校
行
李
等
を
預
か
り
、
十
二
日
の
午
後
、
学

校
を
出
発
し
た
。

海
浪
駅
前
で
全
車
両
の
点
検
を
兼
ね
小
休
止
を
し
た
。

駅
に
多
く
の
無
蓋
貨
車
に
、
悲
壮
な
面
持
ち
で
多
数
の
将

兵
が
無
言
の
ま
ま
乗
車
し
て
い
る
。
私
が
、
ど
こ
の
部
隊

か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
石
頭
陸
軍
予
備
士
官
学
校
の
候

補
生
（
一
三
期
生
）
で
、
こ
れ
か
ら
第
一
線
に
向
う
と
こ

ろ
だ
」
と
言
う
。
私
は
、
同
じ
士
官
と
な
る
航
士
校
の
生

徒
は
後
退
し
、
予
備
士
官
学
校
の
生
徒
は
負
け
戦
の
最
中

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
の
現
実
を
見
て
実
に
複

雑
な
心
境
で
あ
っ
た
が
、「
武
運
を
祈
り
ま
す
」
と
告
げ

て
出
発
し
た
。
あ
の
と
き
の
思
い
は
今
で
も
私
の
脳
裏
か

ら
は
消
え
る
こ
と
が
な
い
。

十
二
日
夜
は
、
第
二
三
中
隊
が
分
散
教
育
を
受
け
て
い

る
温
春
飛
行
場
に
一
泊
し
、
明
日
か
ら
山
岳
道
を
突
破
す

る
た
め
の
英
気
を
養
っ
た
。
士
官
学
校
の
車
両
は
、
酸
素

発
生
車
を
は
じ
め
重
車
両
が
多
く
、
ま
た
始
動
車
類
の
ボ

デ
ィ
ー
の
低
い
車
等
も
多
く
、
そ
の
行
動
は
思
う
よ
う
に

進
行
し
な
い
。

私
は
、
昭
和
十
六
年
三
月
か
ら
東
京
域
で
新
設
部
隊
を

編
成
し
、
駐
留
し
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
山

岳
道
は
一
応
承
知
し
て
い
た
が
、
連
日
の
雨
の
た
め
、
ま

た
車
両
通
過
が
多
い
た
め
道
は
泥
道
と
化
し
、
こ
の
た

め
、
車
に
積
ん
で
い
た
荷
物
類
は
、
最
少
必
要
品
だ
け
携
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行
を
許
し
、
他
の
品
は
す
べ
て
鏡
泊
湖
の
水
中
に
投
げ
捨

て
た
。
第
二
五
中
隊
長
か
ら
預
か
っ
て
い
た
候
補
生
の
日

本
刀
も
下
山
先
任
教
官
の
将
校
行
李
も
す
べ
て
湖
底
に
沈

め
、
全
車
両
身
軽
に
さ
せ
、
一
刻
も
早
く
山
中
の
悪
路
か

ら
脱
出
す
る
よ
う
、
陥
没
車
両
を
引
き
揚
げ
な
が
ら
、
夜

は
車
中
で
仮
眠
し
て
の
行
軍
で
あ
る
。

十
五
日
に
至
り
、
十
七
人
の
士
官
候
補
生
は
早
朝
か
ら

徒
歩
行
軍
で
敦
化
飛
行
場
へ
先
行
さ
せ
た
。
も
ち
ろ
ん
終

戦
の
こ
と
は
知
る
由
も
な
い
。
十
八
日
に
至
り
数
台
の
車

を
放
棄
し
、
疲
労
困
憊
の
末
よ
う
や
く
沙
河
沿
飛
行
場
に

着
き
、
終
戦
を
知
り
、
無
念
の
涙
が
流
れ
た
。

三
、
武
装
解
除

昭
和
二
十
年
八
月
十
九
日
午
後
、
急
に
ソ
連
軍
か
ら
、

「
全
兵
器
、
全
車
両
を
敦
化
飛
行
場
に
集
結
」
を
命
ぜ
ら

れ
、
す
べ
て
武
装
を
解
除
さ
れ
、
兵
員
は
一
定
の
鉄
条
網

の
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
中
に
集
結
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か

し
、
沙
河
沿
飛
行
場
に
は
車
両
運
転
者
以
外
の
兵
員
を
残

し
て
い
る
の
で
、
夜
に
入
っ
て
か
ら
警
備
兵
の
目
を
掠
め

て
脱
走
し
、
河
を
渡
り
、
翌
朝
沙
河
沿
飛
行
場
に
た
ど
り

着
き
、
無
事
を
喜
び
合
っ
た
。

四
、
ソ
連
の
捕
虜
と
な
る

沙
河
沿
飛
行
場
に
東
満
各
地
か
ら
将
兵
が
集
め
ら
れ

た
。
大
尉
級
を
大
隊
長
に
、
下
士
官
、
兵
、
千
人
単
位
で

各
地
に
作
業
隊
と
し
て
送
り
出
さ
れ
、
終
戦
ま
で
満
人
ク

リ
ー
達
が
起
居
し
て
い
た
ア
ン
ペ
ラ
ー
小
屋
に
少
、
中
尉

全
部
が
集
め
ら
れ
、
中
隊
区
分
に
編
成
さ
れ
、
私
は
こ
の

少
、
中
尉
集
団
の
第
五
中
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
大
隊
長
は

山
田
少
佐
で
あ
っ
た
。

九
月
に
入
っ
て
、
沙
河
沿
か
ら
牡
丹
江
ま
で
暑
い
中

を
、
一
週
間
か
け
て
徒
歩
行
軍
で
移
動
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
大
隊
長
の
山
田
少
佐
が
高
齢
の
た
め
、
大
隊
長
代
理

で
、
こ
の
烏
合
の
衆
の
集
団
の
指
揮
に
は
大
変
苦
労
し

た
。
途
中
雨
に
も
遭
っ
た
が
、
給
与
ら
し
い
給
与
も
な

く
、
水
は
川
の
流
れ
水
を
水
筒
に
入
れ
、
大
事
に
補
給
し

た
。
あ
る
日
、
水
汲
み
に
行
っ
た
川
の
中
に
婦
人
の
死
体

が
沈
ん
で
い
た
。
肉
体
は
腐
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
長
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く
伸
び
た
黒
髪
が
水
の
流
れ
る
ま
ま
に
流
れ
て
い
る
。
こ

こ
ま
で
「
日
本
に
帰
り
た
い
」
の
一
心
で
来
た
の
に
、
喉

の
渇
き
を
癒
す
た
め
た
ど
り
着
い
た
川
の
中
で
、
水
を
含

み
な
が
ら
絶
命
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
哀
れ
な
姿
は
、

一
生
、
私
の
脳
裏
か
ら
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

苦
し
か
っ
た
一
週
間
の
行
軍
も
、
牡
丹
江
市
の
東
の
掖

河
の
旧
日
本
軍
の
兵
舎
に
落
ち
つ
き
、
人
間
ら
し
い
生
活

に
返
っ
た
。

五
、
一
カ
月
の
貨
車
の
旅

掖
河
の
駅
で
、
日
本
に
帰
る
列
車
の
準
備
を
始
め
た
。

旧
満
鉄
の
貨
車
に
二
段
ま
た
は
三
段
の
床
を
作
り
、
片
方

の
扉
は
約
十
五
セ
ン
チ
く
ら
い
開
け
て
固
定
し
、
そ
こ
か

ら
腰
の
高
さ
よ
り
や
や
低
い
と
こ
ろ
か
ら
斜
め
に
約
十
五

セ
ン
チ
幅
の
桶
を
つ
け
、
こ
こ
か
ら
大
小
便
を
す
る
の
で

あ
る
が
、
す
ぐ
横
で
は
戦
友
が
寝
て
い
る
の
で
あ
る
。
ド

ラ
ム
缶
の
片
方
を
切
り
、
ス
ト
ー
ブ
の
代
用
で
あ
る
。
若

干
の
石
炭
と
薪
を
積
み
込
み
一
つ
東
の
愛
河
ま
で
歩
き
、

昭
和
二
十
年
十
一
月
二
日
、「
ダ
モ
イ
東
京
」
の
コ
ン

ボ
ー
イ
の
声
に
踊
ら
さ
れ
な
が
ら
車
上
の
人
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
向
に
動
か
な
い
。
十
一
月
三
日
午
後
、
い
よ

い
よ
発
車
し
た
。
思
わ
ず
「
バ
ン
ザ
イ
」
の
歓
声
が
沸
き

起
こ
っ
た
。

ソ
満
国
境
の
町
、
綏
芬
河
を
通
過
し
ソ
連
領
に
入
っ

た
。
朝
に
な
り
、
素
掘
り
の
ト
ン
ネ
ル
を
幾
つ
か
通
り
抜

け
、
列
車
は
東
進
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
列

車
は
西
進
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
ま
た
し
て
も
騙

さ
れ
た
か
」
と
地
団
駄
を
踏
ん
だ
が
、
後
の
祭
り
で
あ

る
。ソ

連
の
十
一
月
は
も
う
実
に
寒
い
。
車
内
は
ド
ラ
ム
缶

の
暖
炉
一
個
で
あ
る
。
ウ
オ
ン
、
ウ
オ
ン
と
、
ま
る
で
猛

獣
の
叫
び
声
に
も
似
た
汽
笛
を
発
し
な
が
ら
、
吹
雪
の
荒

野
を
西
進
す
る
。
一
日
中
進
ん
で
も
駅
ら
し
い
駅
は
な

い
。
そ
う
な
る
と
、
食
糧
の
補
給
も
水
の
補
給
も
な
い
。

毛
布
一
枚
、
防
寒
外
套
に
く
る
ま
っ
て
一
日
で
も
二
日
で

も
寝
て
い
る
し
か
仕
方
が
な
い
。

何
日
目
か
に
、
イ
リ
ク
ー
ツ
ク
の
駅
に
着
い
た
。
こ
こ

で
は
一
日
中
停
車
し
、
食
糧
、
燃
料
、
水
の
補
給
を
し
、
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車
外
に
出
て
用
便
も
済
ま
し
た
。
し
か
し
目
的
は
、
体
や

衣
類
に
付
い
た
蚤
、
虱
、
南
京
虫
の
駆
除
が
目
的
で
あ
っ

た
。
革
製
品
の
靴
や
ベ
ル
ト
は
各
人
が
持
ち
、
他
の
衣
類

は
金
輪
に
通
し
熱
気
消
毒
室
に
入
れ
る
。
そ
の
間
、
人
間

は
浴
室
に
入
り
、
洗
面
器
一
杯
の
熱
湯
を
も
ら
い
、
衣
服

の
消
毒
が
終
わ
る
ま
で
入
浴
で
あ
る
。
出
口
で
腋
毛
と
陰

毛
も
ロ
シ
ア
人
の
看
護
婦
が
剃
っ
て
く
れ
る
の
だ
が
、
切

れ
の
悪
い
剃
刀
で
次
々
と
剃
る
の
に
は
閉
口
し
た
。
同
様

な
入
浴
が
、
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
で
も
行
わ
れ
た
。

一
カ
月
間
に
わ
た
る
苦
労
の
多
い
長
旅
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
間
、
不
思
議
に
も
一
回
も
普
通
の
列
車
に
は
遭
遇
し

な
か
っ
た
。
出
会
う
の
は
有
蓋
貨
物
列
車
ば
か
り
で
あ

り
、
軍
用
列
車
が
多
か
っ
た
。
こ
の
軍
用
列
車
に
は
、
必

ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
夜
鷹
（
慰
安
婦
）
が
乗
り
込
ん

で
い
て
、
停
車
駅
で
次
の
車
両
に
乗
り
か
え
て
稼
い
で
い

た
よ
う
で
あ
る
。
私
は
最
後
ま
で
大
隊
長
代
理
を
し
て
お

り
、
ハ
ル
ピ
ン
学
院
出
身
の
高
橋
少
尉
が
通
訳
と
し
て
付

い
て
い
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
ソ
連
と
の
交
渉
そ
の
他
、

ソ
連
人
の
会
話
の
お
も
し
ろ
い
内
容
も
聞
か
せ
て
く
れ

た
。昭

和
二
十
年
十
一
月
三
十
日
、
苦
し
か
っ
た
一
カ
月
目

の
貨
車
の
旅
も
終
わ
っ
た
。
い
よ
い
よ
下
車
と
な
る
と
、

二
千
人
の
将
校
集
団
で
あ
る
た
め
、
あ
る
い
は
全
員
処
刑

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
の
動
揺
も
禁
じ
得
な
か
っ

た
。

六
、
ラ
ー
ダ
収
容
所
に
収
容
（
ロ
シ
ア
共
和
国
）

深
雪
の
中
を
た
だ
黙
々
と
歩
き
収
容
所
に
着
い
た
。
寒

さ
の
中
、
門
前
で
の
人
員
の
引
き
継
ぎ
に
長
時
間
を
要

し
、
ソ
連
兵
の
頭
の
悪
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
。
収
容
所
は
、
外
側
に
幾
重
に
も
鉄
条
網
が
張
り
め
ぐ

ら
さ
れ
、
番
犬
が
鉄
線
に
環
で
繫
が
れ
て
警
戒
し
て
お

り
、
四
隅
の
一
段
と
高
く
な
っ
た
望
楼
に
は
警
備
兵
が
銃

を
構
え
警
戒
し
て
い
る
。

宿
舎
は
半
地
下
式
施
設
で
、
丸
木
床
の
丸
木
小
屋
で
、

床
は
二
段
床
が
多
か
っ
た
。
暖
房
は
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に

一
カ
所
、
ペ
ー
チ
カ
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
収
容
所

は
元
ド
イ
ツ
軍
が
収
容
さ
れ
て
い
た
施
設
で
、
ま
だ
多
く
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の
ド
イ
ツ
人
及
び
他
の
外
人
捕
虜
も
い
た
。

私
達
航
空
士
官
学
校
関
係
者
は
、
村
井
少
佐
の
率
い
る

航
空
情
報
隊
を
主
と
し
た
隊
と
一
緒
に
な
り
、
第
七
四
号

舎
に
落
ち
つ
い
た
。
私
は
夏
用
の
軍
服
で
あ
っ
た
の
で
、

大
変
な
寒
さ
を
感
じ
た
。
後
日
、
ソ
連
か
ら
、
藁
布
団
、

敷
布
、
枕
が
貸
与
さ
れ
た
。

魔
の
三
七
号
舎
。
一
カ
月
に
わ
た
る
貨
車
の
旅
と
給
与

の
悪
さ
か
ら
疲
れ
果
て
、
十
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
病

人
が
続
出
し
、
医
務
室
病
棟
か
保
育
棟
に
移
さ
れ
る
者
が

多
か
っ
た
。
医
務
室
病
棟
で
満
足
な
治
療
を
受
け
ら
れ
な

い
ま
ま
、
無
念
に
も
異
郷
の
地
で
他
界
し
た
者
も
多
か
っ

た
。
ソ
連
は
、
死
者
に
国
の
財
産
で
あ
る
被
服
を
着
用
さ

せ
て
お
く
必
要
は
な
い
と
、
丸
裸
の
ま
ま
、
凍
っ
た
遺
体

を
蚕
棚
の
よ
う
な
棚
に
差
し
込
ん
だ
ま
ま
一
冬
を
過
ご
し

た
の
で
あ
る
。
死
ん
だ
ら
一
個
の
物
体
と
し
て
し
か
取
扱

わ
な
い
国
、
こ
れ
が
ソ
連
で
あ
る
。
途
中
か
ら
日
本
の
抗

議
に
よ
り
、
被
服
だ
け
は
着
用
し
た
ま
ま
棚
に
積
み
込
ま

れ
て
い
た
。
冬
は
大
地
は
凍
て
つ
い
て
い
る
た
め
、
埋
葬

の
穴
を
掘
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

春
に
な
り
、
凍
て
つ
い
て
い
た
大
地
に
穴
が
掘
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
遠
く
の
山
林
奥
地
に
大
き
な
穴
を
掘

り
、
夜
間
、
ト
ラ
ッ
ク
で
死
体
を
運
び
出
し
、
こ
の
穴
の

中
に
投
げ
込
ま
れ
て
土
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
連

の
作
業
は
外
人
捕
虜
が
当
た
り
、
日
本
人
の
目
に
は
触
れ

さ
せ
な
か
っ
た
。
今
、
そ
の
墓
地
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
知

る
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

冬
の
凍
土
の
中
で
慰
霊
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
今
な
お

寂
し
く
眠
っ
て
い
る
戦
友
を
思
う
と
、
断
腸
の
思
い
が
す

る
。昭

和
二
十
一
年
四
月
二
十
二
日
、
新
た
な
将
校
集
団
が

到
着
し
た
。
北
千
島
派
遣
部
隊
の
陸
・
海
軍
の
将
校
五
百

五
十
人
で
あ
る
。
日
本
に
帰
れ
る
と
い
う
こ
と
で
乗
船
し

出
港
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
シ
ベ
リ
ア
本
線
に
乗

せ
ら
れ
、
我
々
以
上
の
苦
労
を
重
ね
て
の
到
着
で
あ
る
。

お
か
げ
で
、
我
々
が
抱
い
て
い
た
帰
還
の
夢
も
破
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。

六
月
一
日
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
重
労
働
が
始
ま
っ

397



 

V
02D

00 L
:H
E
SI1511-02 398 89/03/12/16:52:46 H

E
SI1511-02 bun p341-458

た
。
毎
朝
五
時
集
合
、
片
道
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
程

を
行
軍
し
、
九
時
に
現
地
着
、
タ
ン
ボ
フ
に
通
じ
る
道
路

建
設
で
あ
る
。
九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
は
、
昼
食
の
一
時

間
の
休
み
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
幸
い
六
月
で
野
草
が
芽

生
え
て
き
た
の
で
、
食
べ
ら
れ
そ
う
な
野
草
を
と
っ
て
食

べ
た
。
野
草
の
ゴ
ボ
ウ
が
沢
山
あ
っ
た
の
で
食
べ
た
が
、

コ
ン
ボ
ー
イ
は
、
ゴ
ボ
ウ
は
頭
が
悪
く
な
る
か
ら
食
べ
な

い
よ
う
に
と
言
っ
た
。
し
か
し
空
腹
に
は
か
え
ら
れ
な

い
。
木
陰
一
つ
な
い
炎
天
下
の
重
労
働
も
六
月
末
で
終
わ

り
、
や
っ
と
一
息
つ
い
た
。

棒
秤
（
ボ
ウ
バ
カ
リ
）
の
効
用

食
事
の
こ
と
で
は
、
ど
の
宿
舎
で
も
動
物
む
き
出
し
の

ト
ラ
ブ
ル
が
よ
く
起
き
た
。
特
に
パ
ン
の
配
分
に
つ
い
て

は
、
大
・
小
や
耳
の
部
分
の
争
奪
が
ひ
ど
く
、
食
事
当
番

と
な
っ
た
者
は
、
パ
ン
の
切
り
方
に
も
細
心
の
注
意
を
払

い
作
業
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
名
前
は
失
念
し
た
が
、
一
組
の
棒
秤
を
考
案
作
成

し
た
者
が
い
た
。
分
銅
は
煉
瓦
を
削
り
、
三
百
グ
ラ
ム
の

重
さ
の
物
を
作
っ
た
。
こ
れ
で
一
個
の
黒
パ
ン
も
大
体
同

じ
重
さ
と
な
る
よ
う
加
減
し
、
分
配
も
毎
日
順
位
を
変
え

て
配
分
す
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
パ
ン
の
配
分
に

つ
い
て
は
ト
ラ
ブ
ル
は
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
食

に
対
す
る
執
念
は
実
に
悲
し
い
も
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
一
年
七
月
三
日
、
全
員
の
呼
名
点
呼
が
行
わ

れ
た
。
午
後
に
な
っ
て
編
成
の
改
編
が
あ
っ
た
。
大
尉
、

中
尉
は
す
べ
て
第
七
三
号
舎
か
ら
第
七
七
号
舎
に
移
さ

れ
、
加
え
て
全
員
入
浴
を
済
ま
せ
、
い
つ
出
発
命
令
が

あ
っ
て
も
出
発
で
き
る
よ
う
に
と
の
総
隊
長
か
ら
の
命
令

が
あ
っ
た
。
先
般
、
千
島
部
隊
が
到
着
し
て
間
も
な
い
時

期
で
あ
る
。
不
吉
な
予
感
も
し
た
が
、
日
本
帰
還
へ
と
話

題
を
か
え
待
機
し
て
い
た
。

七
月
十
七
日
、
午
前
六
時
か
ら
呼
名
点
呼
、
引
き
続
き

厳
重
な
私
物
品
の
検
査
が
行
わ
れ
た
。
昨
年
十
一
月
、
雪

に
埋
れ
た
ラ
ー
ゲ
ル
で
の
生
活
、
飢
と
寒
さ
と
道
路
建
設

の
重
労
働
、
そ
し
て
生
命
に
対
す
る
限
り
な
き
不
安
、
今

度
も
ま
た
「
ダ
モ
イ
東
京
」
の
言
葉
に
踊
ら
さ
れ
な
が
ら

二
段
装
置
の
貨
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
し
か
し
、
異
常
な
ま

で
に
コ
ン
ボ
ー
イ
の
警
戒
が
厳
重
で
あ
る
。
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七
月
十
八
日
、
乗
車
し
て
丸
一
昼
夜
、
十
八
時
に
列
車

は
動
き
出
し
た
。
し
か
し
、
東
方
に
向
か
っ
て
い
る
で
は

な
い
か
。
一
斉
に
「
バ
ン
ザ
イ
」
の
歓
声
が
起
こ
っ
た
。

二
度
と
訪
れ
る
こ
と
の
な
い
ラ
ー
ダ
。
し
か
し
、
遠
い
原

野
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
戦
友
達
を
思
う
と
、
一
瞬
、
彼
ら

の
在
り
し
日
の
面
影
を
思
い
浮
か
べ
、
窓
の
𨻶
間
か
ら
外

を
眺
め
、
別
れ
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。

七
月
二
十
三
日
、
ラ
ー
ダ
出
発
か
ら
六
日
目
、
列
車
が

停
車
し
、
全
員
起
こ
さ
れ
た
。
午
前
一
時
で
あ
っ
た
。
車

中
の
給
食
は
す
こ
ぶ
る
悪
く
、
そ
れ
で
も
日
本
帰
還
を
信

じ
て
い
た
も
の
を
。
三
分
の
一
食
事
を
済
ま
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
不
意
に
「
各
自
防
寒
外
套
・
飯

・
水
筒
の
み
を

携
行
し
て
下
車
せ
よ
」
と
の
命
令
で
あ
る
。
全
員
た
だ
唖

然
。
ロ
ス
ケ
の
野
郎
ま
た
し
て
も
騙
し
た
か
と
思
う
と
、

腹
が
立
っ
て
し
よ
う
が
な
い
。
思
い
思
い
に
残
り
の
荷
物

を
ま
と
め
て
置
き
、
十
時
に
キ
ズ
ネ
ー
ル
駅
を
出
発
し

た
。こ

れ
か
ら
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
行
軍
し
、
目
的
地
に

行
く
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
か
ん
か
ん
照
り
の
真
夏
の
暑

さ
、
加
え
て
水
の
補
給
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
落
伍
者
が
多

く
出
た
が
、
こ
れ
を
助
け
る
余
力
は
な
い
。
途
中
、
ド
イ

ツ
の
捕
虜
達
と
出
合
う
。
我
ら
も
ま
た
彼
ら
同
様
重
労
働

に
つ
か
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
、
一
層
足
が
重
く

な
る
。

二
十
三
日
、
二
十
四
日
、
二
十
五
日
と
野
宿
を
重
ね
、

二
十
六
日
は
途
中
雨
に
降
ら
れ
な
が
ら
も
収
容
所
に
た
ど

り
着
い
た
。

七
、「
エ
ラ
ブ
カ
収
容
所
」
に
収
容
（
タ
タ
ー
ル
自
治
共

和
国
）

昭
和
二
十
一
年
七
月
二
十
六
日
、
途
中
雨
に
降
ら
れ
な

が
ら
も
、
十
四
時
、
多
く
の
落
伍
者
が
出
た
が
エ
ラ
ブ
カ

収
容
所
に
到
着
し
た
。
当
日
は
体
の
消
毒
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
所
内
で
の
露
営
で
あ
っ
た
。
建
物
は
元
刑
務
所

の
跡
で
、
赤
煉
瓦
造
り
の
建
物
で
あ
り
、
他
に
木
造
建
物

二
棟
と
、
中
央
部
に
便
所
棟
が
あ
っ
た
。
煉
瓦
棟
に
は
、

佐
官
ク
ラ
ス
に
給
与
中
隊
及
び
体
力
の
弱
っ
て
い
る
者
が

優
先
的
に
入
室
し
て
い
た
。
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先
着
部
隊
を
合
わ
せ
四
千
人
の
大
集
団
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
野
外
食
堂
で
食
事
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
二
カ

所
の
食
堂
も
順
番
待
ち
が
大
変
で
あ
る
。
シ
ャ
ビ
シ
ャ
ビ

の
お
粥
、
ボ
ー
チ
カ
（
樽
）
の
底
の
部
分
、
す
な
わ
ち
、

お
粥
が
冷
え
て
い
て
若
干
固
く
な
っ
た
部
分
が
当
た
っ
た

と
き
の
嬉
し
さ
は
ま
た
格
別
。
し
か
し
、
飯

の
底
が
見

え
出
し
た
と
き
の
む
な
し
さ
は
、
何
に
た
と
え
よ
う
も
な

い
心
境
で
あ
る
。

身
体
検
査
、
労
役
に
服
す
る
た
め
の
体
格
検
査
が
行
わ

れ
た
。
一
級
・
二
級
・
三
級
と
病
人
と
に
区
分
さ
れ
る
。

一
級
は
重
労
働
、
二
級
は
普
通
労
働
、
三
級
は
軽
作
業
と

区
分
さ
れ
る
が
、
作
業
に
よ
っ
て
は
こ
の
区
分
も
余
り
役

に
立
た
な
い
。
検
査
は
ポ
リ
バ
バ
大
尉
（
女
性
四
十
歳

台
）
の
前
に
全
裸
体
で
立
た
せ
、
顔
色
、
血
色
を
見
、
最

後
に
後
ろ
向
き
と
さ
せ
尻
の
皮
を
つ
ね
っ
て
み
て
、
通
訳

を
通
し
て
等
級
が
告
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ポ
リ
バ
バ

大
尉
も
女
性
で
あ
る
。
男
性
の
ブ
ラ
リ
と
下
っ
た
性
器
を

見
つ
め
ご
苦
労
で
あ
る
と
思
い
、
そ
し
て
彼
女
の
赤
い
口

紅
が
目
に
し
み
た
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
格
付
検
査

が
一
定
期
間
を
置
い
て
行
わ
れ
た
。

給
与
の
実
態

エ
ラ
ブ
カ
で
は
給
与
棟
も
あ
り
、
一
応
安
定
し
た
給
与

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
負
傷
し
て
お
り
、
身

体
検
査
で
は
三
級
が
多
く
、
お
か
げ
で
途
中
か
ら
給
与
中

隊
に
配
置
さ
れ
、
勤
務
は
深
夜
作
業
も
多
く
苦
し
か
っ
た

が
、
冬
で
も
室
内
作
業
で
助
か
っ
た
。

八
、
教
化
隊
（
刑
務
所
）
入
り

昭
和
二
十
二
年
六
月
十
一
日
（
水
）。
最
近
ま
で
防
寒

外
套
を
着
て
農
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
天
候

も
、
こ
こ
二
、
三
日
は
真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
で
あ
る
。
農

作
業
も
い
つ
終
わ
る
と
も
知
れ
な
い
。

本
日
、
悲
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
同
僚
の
工
藤
大
尉

が
、
ソ
連
よ
り
教
化
隊
（
刑
務
所
）
入
り
を
命
ぜ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
工
藤
大
尉
は
先
般
、
森
林
伐
採
の
作
業
隊
の

責
任
者
と
し
て
ボ
ル
シ
ョ
ボ
ー
ル
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
余
り
の
給
与
の
悪
さ
に
抗
議
の
た
め
、
全
員

が
一
時
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
責
任
を
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問
わ
れ
、
隊
員
の
責
任
を
自
分
一
人
で
と
り
、
教
化
隊

（
Ｂ
ラ
ー
ゲ
ル
内
）
入
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と

に
同
情
に
た
え
な
い
。
ど
の
程
度
の
期
間
、
ど
の
よ
う
な

苦
役
が
科
せ
ら
れ
る
か
不
明
で
あ
る
。
今
ま
で
「
日
本
新

聞
」
関
係
者
や
同
調
者
か
ら
密
告
さ
れ
、
教
化
隊
入
り
を

命
ぜ
ら
れ
た
者
は
お
っ
た
が
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
の
責
任
を

問
わ
れ
て
の
者
は
初
め
て
で
あ
る
。
十
五
時
、
宿
舎
に
行

き
、
非
常
食
に
と
持
っ
て
い
た
乾
パ
ン
を
与
え
、
命
を
大

事
に
す
る
よ
う
に
と
言
っ
て
別
れ
た
。

九
、
特
掃
班
の
こ
と

収
容
所
の
便
所
は
中
央
部
に
一
カ
所
、
木
造
の
建
物
が

あ
り
、
深
く
掘
り
下
げ
た
便
槽
の
上
に
板
の
床
が
あ
り
、

中
央
部
は
五
十
セ
ン
チ
程
度
の
高
さ
の
、
大
小
便
分
離
用

の
板
壁
で
仕
切
っ
て
あ
る
。
大
便
の
方
は
床
板
に
適
当
な

間
隔
で
楕
円
形
の
穴
が
開
け
て
あ
り
、
隣
の
人
と
触
れ
合

う
程
度
の
た
め
、
隣
人
と
昨
日
の
作
業
の
き
つ
か
っ
た
こ

と
、
今
日
の
作
業
の
こ
と
等
を
話
し
な
が
ら
…
…
。
し
か

し
、
朝
は
前
に
次
の
人
が
並
ぶ
混
雑
で
あ
る
。
暖
か
い
時

期
は
、
便
の
汲
み
取
り
は
汲
み
取
り
口
か
ら
容
易
に
汲
み

取
れ
る
が
、
冬
は
大
変
で
あ
る
。
大
小
便
共
に
瞬
く
間
に

凍
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
こ
の
特
掃
班
の
連
中
は
、
便
槽

の
中
に
入
り
、
ツ
ル
ハ
シ
で
砕
い
て
運
搬
用
ソ
リ
に
積
み

込
み
、
日
に
何
回
か
繰
り
返
し
こ
の
作
業
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
作
業
班
の
希
望
者
は
多
か
っ
た
。
理
由
は
、
特

掃
班
に
は
二
人
分
の
食
事
が
与
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

十
、
待
望
の
日
本
か
ら
の
来
信

昭
和
二
十
二
年
七
月
一
日
、
今
日
は
小
生
の
二
十
九
回

目
の
誕
生
日
で
あ
る
。
ま
た
し
て
も
惨
め
な
姿
で
、
誰
一

人
祝
っ
て
く
れ
る
人
も
い
な
い
。
七
月
と
い
う
の
に
外
套

が
必
要
な
寒
さ
で
あ
る
。
本
日
午
後
、
待
望
の
日
本
か
ら

の
手
紙
が
届
い
た
。
半
信
半
疑
で
書
い
た
捕
虜
通
信
で

あ
っ
た
が
、
Ａ
・
Ｂ
ラ
ー
ゲ
ル
合
わ
せ
て
四
百
五
十
通
、

Ｂ
ラ
ー
ゲ
ル
だ
け
で
二
百
五
十
九
通
届
い
た
よ
う
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
小
生
の
誕
生
祝
に
は
来
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
皆
見
せ
合
い
、
日
本
の
様
子
が
知
れ
喜
び
合
い
、

か
つ
安
心
し
た
皆
の
表
情
で
あ
っ
た
。
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十
一
、「
ダ
モ
イ
東
京
」

何
回
口
に
し
、
ま
た
、
何
回
騙
さ
れ
た
か
知
れ
な
い
日

本
帰
還
の
噂
が
い
よ
い
よ
現
実
と
な
り
、
九
月
に
入
っ
て

第
一
陣
が
出
発
し
て
行
っ
た
。
私
は
給
与
中
隊
に
い
た
の

で
、
最
後
か
ら
二
番
目
の
出
発
と
な
っ
た
。
ボ
ル
ガ
河
上

流
の
こ
の
エ
ラ
ブ
カ
収
容
所
、
い
ろ
い
ろ
の
思
い
が
あ
る

が
、
キ
ズ
ネ
ー
ル
駅
ま
で
の
三
泊
四
日
の
行
軍
も
帰
還
の

喜
び
で
さ
ほ
ど
苦
し
く
も
な
か
っ
た
。
変
化
が
あ
っ
た
の

は
、
コ
ン
ボ
ー
イ
の
警
戒
も
さ
ほ
ど
厳
し
く
な
く
、
今
度

こ
そ
本
当
に
「
ダ
モ
イ
東
京
」
で
あ
ろ
う
と
実
感
し
た
。

ナ
ホ
ト
カ
港
に
着
い
た
。
十
一
月
の
ソ
連
は
も
う
実
に

寒
い
。
収
容
す
る
建
物
は
限
ら
れ
て
い
る
。
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
集
団
で
幕
舎
に
も
入
れ
な
か
っ
た
者
の
う
ち
、
あ

る
朝
、
今
ま
で
に
体
力
、
気
力
共
に
消
耗
し
尽
く
し
て
し

ま
っ
た
の
か
、
二
人
の
者
が
凍
死
し
て
い
た
。
乗
船
を
直

前
に
し
て
の
悲
し
い
出
来
事
で
あ
る
。

乗
船
ま
で
一
週
間
余
り
、
い
わ
ゆ
る
民
主
グ
ル
ー
プ
と

称
す
る
連
中
が
、
連
日
民
主
教
育
を
行
っ
て
い
る
。「
将

校
は
前
に
出
ろ
」「
資
本
家
、
社
長
は
前
に
出
ろ
」
毎
回

全
員
土
下
座
の
ま
ま
、
強
い
調
子
の
彼
ら
の
話
を
聞
い
て

い
る
。
彼
ら
の
言
う
「
天
皇
島
上
陸
作
戦
」
の
第
一
歩
が

い
よ
い
よ
実
現
し
た
。

寒
さ
と
闘
い
、
重
労
働
に
耐
え
な
が
ら
、
日
本
帰
還
に

望
み
を
か
け
て
き
た
三
カ
年
近
い
歳
月
、
い
よ
い
よ
日
本

船
に
乗
り
込
ん
だ
。
ま
ぎ
れ
も
な
い
日
本
人
の
船
員
さ

ん
、
白
衣
を
着
た
看
護
婦
さ
ん
達
の
「
お
帰
り
な
さ
い
、

ご
苦
労
様
で
し
た
」
と
言
う
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
聞
い
た

と
き
、
と
め
ど
も
な
く
涙
が
流
れ
出
た
。
船
は
恵
山
丸
で

あ
っ
た
。

十
二
、
付
記

捕
虜
と
な
り
、
あ
る
程
度
落
ち
つ
い
て
か
ら
、
将
校
に

対
し
て
は
一
日
十
五
本
の
煙
草
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
私
は
煙
草
を
吸
わ
な
い
の
で
、
煙
草
は
戦
友
に

分
け
て
や
り
、
巻
紙
だ
け
を
た
め
て
お
き
、
こ
れ
を
、
ト

ラ
ッ
ク
の
シ
ー
ト
を
ほ
ど
い
た
糸
を
針
金
で
通
し
、
煙
草

の
入
っ
て
い
た
マ
ホ
ル
カ
の
包
装
紙
に
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の

下
の
方
を
ち
ぎ
っ
て
張
り
つ
け
て
表
紙
と
し
た
手
帳
を
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作
っ
た
。
書
物
は
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
る
中
で
、
部
下
の

こ
と
や
住
所
等
を
記
録
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
人
目
を

避
け
、
ま
た
は
夜
間
勤
務
の
と
き
な
ど
、
気
の
向
い
た
と

き
に
記
録
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
毎
回
の
検
査
で
は

何
と
か
隠
し
お
お
せ
た
が
、
帰
還
時
の
ナ
ホ
ト
カ
で
は
防

寒
外
套
の
折
り
返
し
の
中
に
潜
ま
せ
、
無
事
通
過
し
た
。

も
し
ナ
ホ
ト
カ
で
発
見
さ
れ
た
ら
、
十
年
間
は
刑
務
所
入

り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。

六
十
万
人
近
い
捕
虜
帰
還
者
の
う
ち
、
内
容
的
に
は
つ

ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
記
録
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
者
は

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
手
帳
も
今
は
「
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
」
の
方
に
永
久
寄
贈
し
、
私
の
手
元
に
は
複
製

し
た
も
の
を
残
し
て
い
る
。

第
三
章

復
員
後
の
こ
と

一
、「
顔
面
粉
砕
、
頭
部
挫
創
、
左
鎖
骨
複
雑
骨
折
、
右

手
擦
過
傷
、
及
び
腰
部
打
撲
傷
」
が
負
傷
当
時
の
病
名
で

あ
り
、
一
階
級
昇
進
し
た
「
陸
軍
大
尉

田
代
香
」
の
霊

名
で
学
校
葬
ま
で
準
備
さ
れ
、
仮
死
状
態
が
続
い
て
い

た
。
私
の
た
め
に
、
私
と
同
型
の
Ｏ
型
の
生
徒
を
毎
日
派

遣
し
、
こ
の
候
補
生
達
か
ら
直
接
採
血
し
て
輸
血
を
し
て

も
ら
い
一
命
を
取
り
と
め
て
も
ら
っ
た
。
宮
崎
県
は
私
の

復
員
を
待
ち
受
け
て
い
て
、
負
傷
の
身
を
（
特
に
声
帯
）

多
く
の
人
に
助
け
て
も
ら
い
、
定
年
ま
で
勤
め
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
復
員
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
三
年
一
月
二
十
日

か
ら
県
庁
に
勤
務
し
て
三
十
年
、
退
職
後
も
五
年
間
、
県

の
外
郭
団
体
に
勤
務
し
た
。
実
に
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
る
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

旧
住
所

宮
崎
県
宮
崎
郡
木
花
大
字
熊
野

生
年
月
日

大
正
八
年
七
月
一
日

学

歴

木
花
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業

宮
崎
農
学
校
を
卒
業

昭
和
十
四
年
四
月

朝
鮮
大
邱
師
範
学
校
卒
業

軍

歴

昭
和
十
四
年
四
月

朝
鮮
大
邱
府
歩
兵
八
〇
連
隊
入
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隊

昭
和
十
六
年
三
月

満
州
国
東
京
城

第
七
一
飛
行

場
大
隊
付

昭
和
十
七
年
四
月

水
戸
陸
軍
飛
行
学
校
将
校
学
生

と
し
て
入
校

昭
和
十
八
年
十
月

仙
台
陸
軍
飛
行
学
校
付

将
校

学
生
主
任
教
官

昭
和
二
十
年
五
月

学
校
本
部
飛
行
科
付
（
満
州
国

海
浪
飛
行
場
）

昭
和
二
十
年
十
一
月

ロ
シ
ア
共
和
国
ラ
ー
ダ
収
容
所

収
容

昭
和
二
十
二
年
十
一
月

京
都
府
舞
鶴
港
上
陸

職

歴

昭
和
二
十
三
年
一
月

県
庁
勤
務

昭
和
五
十
三
年
四
月

県
委
託
事
業
勤
務
（
事
務
長
）

昭
和
五
十
八
年
三
月

退
職

（
宮
崎
県

清
家

祝
男
）

モ
ン
ゴ
ル
抑
留
生
活
八
〇
〇
余
日

北
海
道

長

島

秀

夫

万
里
の
長
城
線
警
備
に
発
進

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
七
月
二
十
日
の
こ
と
だ
、

北
支
派
遣
軍
司
令
部
よ
り
私
の
所
属
す
る
独
立
混
成
第
八

旅
団
に
対
し
、
満
支
国
境
線
に
進
出
す
る
よ
う
指
令
が
き

た
。ソ

連
は
、
二
月
の
米
英
ソ
三
国
ヤ
ル
タ
会
議
に
お
い

て
、
ド
イ
ツ
の
敗
北
後
三
か
月
以
内
に
、
対
日
参
戦
を
約

束
し
て
い
た
し
、
四
月
に
は
、
日
ソ
中
立
条
約
の
不
延
長

を
通
告
し
て
き
て
い
た
の
で
ソ
連
の
満
州
進
攻
は
、
必
至

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

既
に
満
州
駐
留
の
関
東
軍
は
、
ほ
と
ん
ど
が
南
方
戦
線

に
動
員
さ
れ
、
も
ぬ
け
の
殻
で
あ
っ
た
か
ら
、
結
局
満
州

は
放
棄
し
、
満
支
国
境
の
万
里
の
長
城
で
、
ソ
連
を
阻
止

す
る
作
戦
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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